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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】乾燥フラッシュ顔料を製造する方法、及び前記乾燥フラッシュ顔料を用いて、相
転移インクを製造する方法の提供。
【解決手段】乾燥顔料を与える工程と、フラッシング剤と乾燥顔料とを混合し、前記乾燥
顔料の粒子をフラッシング剤に分散する工程とを含み、乾燥フラッシュ顔料が、少なくと
も２０重量％の乾燥顔料を含み、フラッシング剤が、ステアリルステアリン酸アミドワッ
クスである乾燥フラッシュ顔料の製造方法。相転移インクは乾燥フラッシュ顔料とインク
担体と、分散剤と、任意要素の相乗剤とを混合することにより製造する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乾燥フラッシュ顔料を製造する方法であって、
　乾燥顔料を与える工程と、
　フラッシング剤と乾燥顔料とを混合し、前記乾燥顔料の粒子をフラッシング剤に分散す
る工程と、を含む、方法。
【請求項２】
　前記乾燥フラッシュ顔料が、少なくとも２０重量％の乾燥顔料を含む、請求項１に記載
の乾燥フラッシュ顔料を製造する方法。
【請求項３】
　前記前記フラッシング剤が、ステアリルステアリン酸アミドワックスである、請求項１
に記載の乾燥フラッシュ顔料。
【請求項４】
　顔料濃縮物を製造する方法であって、
　乾燥顔料とフラッシング剤を含む乾燥フラッシュ顔料を与える工程と、
　インク担体、分散剤または相乗剤のうち、１つ以上の群と、前記乾燥フラッシュ顔料と
を混合し、前記混合物を粉砕し、前記顔料濃縮物を作成する工程とを含む、方法。
【請求項５】
　前記顔料濃縮物が、多分散指数が０．０１～０．５の範囲である、請求項４に記載の顔
料濃縮物を製造する方法。
【請求項６】
　前記分散剤と前記顔料の重量比が、０．０５～２．０の範囲に存在する、請求項４に記
載の顔料濃縮物を製造する方法。
【請求項７】
　相転移インクを製造する方法であって、前記方法は、
　乾燥顔料とフラッシング剤を含む乾燥フラッシュ顔料を利用して作られる顔料濃縮物を
与える工程と、
　インク担体を与える工程と、
　分散剤を与える工程と、
　任意要素の相乗剤を与える工程と、
　前記顔料濃縮物と、前記インク担体と、前記分散剤と、前記任意要素の相乗剤とを混合
して相転移インクを製造する工程とを含む、方法。
【請求項８】
　前記顔料が、前記顔料濃縮物の約１５～６０重量％の量で存在する、請求項７に記載の
相転移インクを製造する方法。
【請求項９】
　前記顔料濃縮物中の顔料が、Ｚ平均粒径が７５ｎｍ～２５０ｎｍの範囲である、請求項
７に記載の相転移インクを製造する方法。
【請求項１０】
　前記インク担体が、ステアリルステアリン酸アミドワックスである、請求項７に記載の
相転移インクを製造する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般的に、相転移インクに関し、さらに、本開示は、乾燥フラッシュ顔料を
用いる相転移インクの調製に関する。
【背景技術】
【０００２】
　これらのインクジェット記録プロセスおよび他のインクジェット記録プロセスでは、使
用されるインクが種々の厳格な性能特徴を満たすことが必要である。これらの性能特徴は
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、一般的に、記録装置（万年筆、フェルトペンなど）のような他の液体インク用途の性能
特徴よりも厳しい。
【０００３】
　顔料の粒径を減らすのに利用される技術は、印刷産業およびコーティング産業の重要な
分野である。顔料の粒径を小さくするのに有効な既知の方法は、顔料濃縮物またはマスタ
ーバッチを作成することである。次いで、顔料濃縮物を粉砕し、生成物のための最終的な
顔料保持率まで下げ、この場合、顔料保持率は、１～２重量％と低くてもよい。特定の操
作条件で、顔料濃縮物をある位置で製造し、数百キロメートルまたは数千キロメートル離
れていてもよい別の位置で最終生成物を製造する。したがって、輸送費用は、顔料製品を
製造するときの経済の重要な因子である。
【０００４】
　顔料相転移インクの場合、顔料と担体とを含む顔料濃縮物（例えば、Ｋｅｍａｍｉｄｅ
（登録商標）Ｓ－１８０ステアリルステアリン酸アミドワックスのようなワックス）を製
造することが有用である。最初に、アトライタを用いて濃縮物を製造し、この製造した濃
縮物は、約２０重量％の顔料を含む。このプロセスを高温（約１２０℃）で数日間行った
。次いで、さらに有効なプロセスを用いて顔料濃縮物を製造し、バスケットまたはイマー
ジョンミル（例えば、Ｈｏｃｋｍｅｙｅｒイマージョンミル）で濃縮物を製造した。Ｈｏ
ｃｋｍｅｙｅｒマイクロミルは、ジャケット付き容器と粉砕ヘッド（バスケットアセンブ
リ）を備えていた。粉砕ヘッドで利用する研磨媒体は、例えば、ジルコニア粒子を含んで
いてもよい。４０重量％程度の多くの顔料を含む顔料濃縮物の粉砕時間は、５時間未満ま
で短くなった。したがって、５時間を必要とするプロセスで顔料濃縮物を製造する費用は
、７日間を必要とするプロセスよりもかなり低い。
【０００５】
　Ｈｏｃｋｍｅｙｅｒプロセスは、数時間以内で担体の高品質分散物を与えるが、Ｈｏｃ
ｋｍｅｙｅｒプロセスは、粉砕ヘッド中で分散ブレードを非常に大きな回転速度（例えば
、毎分５０００回転またはそれより早い速度）で操作する必要がある。したがって、相転
移インク配合物のための顔料濃縮物を製造する費用をさらに下げる必要がある。したがっ
て、輸送費用は、顔料製品を製造するときの経済の重要な因子である。
【０００６】
　ゼログラフィー印刷用途のトナーのための精密に分散させた顔料を供給する有効な方法
は、フラッシュ顔料による方法である。フラッシュ顔料は、乾燥顔料と比較して、溶融混
合したトナーでは顕著に良好な顔料分散物を含む。計画上の顔料製造プロセスでは、水系
混合物または水溶液から顔料を沈殿させるか、または結晶化させることができる。水を濾
別した後、生成物は、プレスケーキ（またはウェットケーキ）と呼ばれる。プレスケーキ
をさらに乾燥させて顔料粉末を製造する場合、凝集および／または集塊した顔料粒子は、
溶融混合デバイス（例えば、押出機）にトナーを再び分散させるのに多くの量のエネルギ
ーを必要とする。フラッシングプロセスでは、プレスケーキとトナー樹脂とを高い含量保
持量で混合し、フラッシャー（例えば、押出機、シグマミキサーなど）で加熱する。トナ
ー樹脂を加熱し、場合により減圧にしつつ軟化させるにつれ、顔料粒子の間の水が樹脂に
よって置き換わる。これによって、「フラッシュ顔料」または「濡れたフラッシュ顔料」
と呼ばれる樹脂中の顔料混合物が得られる。本実施形態の乾燥フラッシュ顔料を区別する
ために、「濡れたフラッシュ顔料」という名称（すなわち、「フラッシュ顔料」または「
プレスケーキからのフラッシュ顔料」）を使用する。フラッシングプロセスの利点は、顔
料粒子が凝集せず、それによって、トナー中のフラッシュ顔料分散物の品質が、乾燥顔料
の場合より良いことである。
【０００７】
　Ｘｅｒｏｘに帰属し、本明細書に参考として組み込まれる米国特許出願第２００９０２
９７７１４号は、顔料がフラッシュ顔料の形態でインク配合物に導入される相転移インク
を調製するためのプロセスを開示する。フラッシングプロセスは、種々のインク成分（例
えばワックスなど）を加え、フラッシュ顔料に変換される顔料の水系プレスケーキを含む



(4) JP 2014-201741 A 2014.10.27

10

20

30

40

50

。しかし、このプロセスが高品質インクを製造するために十分に機能するかどうかは確認
されていなかった。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　いくつかの実施形態では、乾燥フラッシュ顔料は、乾燥顔料と、フラッシング剤とを含
み、乾燥顔料の粒子をフラッシング剤に分散させる。乾燥フラッシュ顔料は、少なくとも
２０重量％の乾燥顔料を含む。乾燥フラッシュ顔料は、２０～８０重量％の乾燥顔料を含
む。いくつかの実施形態では、乾燥フラッシュ顔料を利用する相転移インクのための顔料
濃縮物を調製するためのプロセスは、乾燥顔料とフラッシング剤を混合することと、乾燥
顔料とフラッシング剤の混合物を加熱することと、乾燥顔料とフラッシング剤の加熱した
混合物を混合し、フラッシング剤で顔料を塗らし、顔料粒子をフラッシング剤に分散させ
、乾燥フラッシュ顔料を作成することとを含む。いくつかの実施形態では、混合工程中に
乾燥顔料を減圧にし、乾燥顔料の粒子から空気を抜いてもよい。いくつかの実施形態では
、このプロセスは、インク担体、分散剤または相乗剤からなる群のうち１つ以上を溶融し
、混合することと、乾燥フラッシュ顔料と、上述の溶融した混合物とを混合することと、
上述の溶融した混合物を粉砕し、顔料濃縮物を作成することと、をさらに含む。アトライ
タによる粉砕プロセスを用いて粉砕を行ってもよい。いくつかの実施形態では、このプロ
セスは、顔料濃縮物を冷却することと、顔料濃縮物を砕くこととをさらに含んでいてもよ
い。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、一実施形態による乾燥フラッシュ顔料を利用して相転移インクを調製す
るプロセスを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　一実施形態では、相転移インクを調製するためのプロセスは、（ｉ）顔料とフラッシン
グ剤に対する第１の混合工程を行い、フラッシュ顔料を作成することと、（ｉｉ）フラッ
シュ顔料と、さらなる１つ以上のインク成分に対する第２の混合工程を行い、顔料濃縮物
を作成することと、（ｉｉｉ）顔料濃縮物およびさらなる１つ以上のインク成分に対する
第３の混合工程を行い、最終的なインク配合物を作成することと、を含む。
【００１１】
　特許公開第２００９０２９７７１４号に記載される濡れたフラッシュ顔料の場合、第１
の混合工程は、塗れたケーキの形態の顔料を水相から非水相へとフラッシングし、顔料分
散物を生成する。本実施形態で利用する乾燥フラッシュ顔料の場合、ウェットケーキの代
わりに乾燥顔料を使用し、フラッシングプロセス中に水は除去されない。濡れた顔料また
は乾燥顔料のフラッシングは、フラッシング剤が軟化するか、または溶融するような高温
で起こる。この温度は、例えば、顔料と上述のフラッシング剤を激しく攪拌することによ
って、８０℃～１６０℃であってもよい。
【００１２】
　いくつかの実施形態では、乾燥フラッシュ顔料は、フラッシング剤と、乾燥顔料とを含
んでいてもよい。フラッシング剤は、樹脂（例えば、トリアミド樹脂または水素化ロジン
のグリセロールエステル、またはこれらの混合物）であってもよい。いくつかの実施形態
では、フラッシング剤が、最終的な相転移インクの成分の１つであることが好ましい。い
くつかの実施形態では、フラッシング剤は、好ましくは、インク担体である。乾燥フラッ
シュ顔料は、約６０重量％の顔料と、約４０重量％のフラッシング剤とを含んでいてもよ
い。いくつかの実施形態では、乾燥フラッシュ顔料濃縮物中の顔料の重量は、約２０～約
８０％の範囲であってもよく、フラッシング剤は、それぞれ約２０～８０％の重量範囲で
ある。一実施形態では、乾燥フラッシュ顔料は、Ｋｅｍａｍｉｄｅ（登録商標）Ｓ－１８
０ステアリルステアリン酸アミドワックスであるフラッシング剤と混合したマゼンタＰＲ
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５７：１顔料で構成される。
【００１３】
　乾燥フラッシュ顔料は、以下の方法によって製造されてもよい。フラッシングプロセス
中の混合は、高剪断混合によって、または高トルク混合によって達成することができる。
高剪断装置としては、例えば、ローターステーター混合デバイス、Ｋａｄｙ．ＲＴＭミル
、Ｒｏｓｓ　Ｘシリーズのミキサー、または種々の高剪断ホモジナイザ、例えば、適切な
分散要素を取り付けたＩＫＡ　ＲＴＭ　Ｕｌｔｒａ　Ｔｕｒｒａｘ　Ｔ５０　Ｈｏｍｏｇ
ｅｎｉｚｅｒが挙げられる。高剪断混合装置は、速度が、例えば、毎分約１，０００回転
～毎分約１５，０００回転であってもよい。高トルク混合装置としては、例えば、混練機
、押出機、シグマブレードミキサー、機械攪拌容器などが挙げられる。樹脂中の顔料保持
量が大きいと粘度が高いため、高トルクが必要であり、この粘度は、例えば、約１パスカ
ル秒を超える。高トルク混合で使用する装置は、通常は、かなり低い速度で（例えば、毎
分１，０００回転未満）で操作する。
【００１４】
　フラッシング工程中、フラッシング混合物に熱を加え、フラッシング剤または樹脂を軟
化または溶融させてもよい。いくつかの実施形態では、乾燥顔料と混合する前に、フラッ
シング剤に熱を加えてもよい。いくつかの実施形態では、フラッシング混合物（例えば、
乾燥顔料とフラッシング剤）に熱を加えてもよい。さらに、粘性消散によってミキサーか
らの運動エネルギーを熱に変換し、フラッシング剤を軟化し、溶融したままにし、顔料を
分散させる。すでに開示されている濡れた顔料では、運動エネルギーによって、濡れた顔
料から水も分離する。乾燥顔料を利用する実施形態では、水は除去されない。混合から生
じる熱の結果として、この顔料分散物の温度は、８０℃～約１６０℃の範囲である。いく
つかの実施形態では、この温度範囲は、１００℃～１４０℃である。フラッシング工程を
約１５分～４時間続けることができ、２０分～約２時間が、平均的なフラッシング工程の
持続時間である。フラッシング工程の持続時間は、フラッシング工程で使用する成分の性
質によって変わる。フラッシング工程中の混合物の温度は、冷蔵した加熱循環浴、冷たい
空気銃を用いた冷却システムなどを用いることによって制御されてもよい。濡れた顔料を
用いたすでに開示されている実施形態では、混合によって発生した熱が、水のほとんどを
蒸発させる。場合により、例えば、蒸発、エバポレーション、デカンテーション、遠心分
離または他の手段によってもっと多くの水を除去してもよい。乾燥顔料を利用する実施形
態では、フラッシング剤によって乾燥顔料を濡らすのを助けるために顔料分散物を減圧に
することが有利であろう。
【００１５】
　フラッシング工程終了時に、得られた顔料をフラッシング剤または樹脂を用いて濡らし
、分散し、１つ以上のインク成分ともっと簡単に混合し、相転移インクを作成することが
できる。このようにして、フラッシングプロセスは、インク製造プロセス中の顔料凝集物
を破壊する、煩わしく、時に高価なプロセスを減らす。いくつかの実施形態では、乾燥フ
ラッシュ顔料は、約２０～８０重量％の顔料を含む。いくつかの実施形態では、乾燥フラ
ッシュ顔料は、約３０～６０重量％の顔料を含む。
【００１６】
　図１は、一実施形態の乾燥フラッシュ顔料を利用して相転移インクを製造するプロセス
を示す。顔料フラッシング工程は、乾燥顔料とフラッシング剤とを混合すること（１１０
）から始まる。乾燥顔料とフラッシング剤を第１の温度まで加熱する（１１５）。場合に
より、フラッシング剤のみを第１の温度まで加熱した後、乾燥顔料を添加してもよい。加
熱した乾燥顔料とフラッシング剤の混合物をさらに混合し（１２０）、乾燥顔料粒子をフ
ラッシング剤で濡らし、顔料粒子をフラッシング剤に分散させる。この生成物は、乾燥フ
ラッシュ顔料と呼ばれる。ある実施形態では、１２０の乾燥フラッシュ顔料を場合により
冷却し、砕き（１２５）、最終的な乾燥フラッシュ顔料を生成してもよい。
【００１７】
　第２の混合工程は、最終的な相転移インクの１つ以上の成分にフラッシュ顔料を分散さ
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せ、顔料濃縮物を作成する。この混合工程の目的は、顔料の粒径を小さくし、さらに、再
凝集が起こらないように粒径を安定化させることである。
【００１８】
　顔料の粒径を減らすための一般的な実施は、多くの粉砕技術または分散技術の１つを用
い、顔料を高い顔料濃度で（最終生成物の顔料濃度よりも高い）水系または非水系の液体
媒体に分散させた顔料濃縮物を作成することである。水系または非水系の選択は、最終生
成物の形態によって変わる。例えば、ラテックス塗料のための顔料濃縮物は、水系であろ
う（ラテックス塗料は水系である）。同様に、水系インクジェットインクのための濃縮物
は水系であろう。溶媒系インクの場合、顔料濃縮物は、例えば、有機溶媒を含み、非水系
であろう。本実施形態で開示するような相転移インクも非水系であり、したがって、本実
施形態の顔料濃縮物は、非水系である必要がある。
【００１９】
　相転移インクのための顔料濃縮物の作成において、考慮し、強調するいくつかの鍵とな
る点または因子が存在する。第１の鍵となる点は、単一の材料であってもよく、または材
料混合物であってもよい媒体の選択である。顔料濃縮物は、最終的なインク配合物となり
、最終的なインクの１つ以上の成分から媒体が選択されるため、それぞれがインクの性能
に対し、ある役割をはたすことが特に好ましい。顔料濃縮物中の媒体の主要成分は、イン
ク担体であってもよい。これにより、分散した顔料が最終インク配合物となり、そのため
、時に、インク媒剤と呼ばれる。いくつかの実施形態では、担体が非水系である限り、任
意の適切なインク担体を使用することができる。例えば、担体は、ワックスまたは非極性
溶媒であってもよい。いくつかの実施形態では、インク担体は、Ｋｅｍａｍｉｄｅ（登録
商標）Ｓ－１８０ステアリルステアリン酸アミドワックスのようなワックスである。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、顔料濃縮物組成物は、顔料粒子が大きな凝集物に凝集しない
ように防ぎ、沈殿を遅らせることによってインク担体中で顔料粒子を安定化させるのに必
要な、分散剤と、任意要素の相乗剤とを含む。一般的に、分散剤および任意要素の相乗剤
は、顔料粒子に付着し、立体的に安定化させることによってこの機能を達成する。分散剤
化合物と任意要素の相乗剤化合物は、例えば、顔料粒子に吸着し、接続し、またはグラフ
ト接合することによって顔料に付着する。
【００２１】
　任意の適切な分散剤または望ましい分散剤を選択することができる。任意要素の相乗剤
は、修飾されたスルホン化銅フタロシアニンであってもよい。
【００２２】
　担体と分散剤と任意要素の相乗剤とを含む顔料濃縮物への顔料の分散は、顔料保持量が
高いことが好ましい。顔料分散装置中で望ましい粒径を達成することは、固体保持量が高
い状態ではさらに有効であることが知られている。また、高い固体保持量を使用するとき
、顔料の重量あたり、低容積の濃縮物を処理しなければならず、したがって、顔料濃縮物
を処理する費用は低くなる。いくつかの実施形態では、顔料の保持量は、濃縮物の１０重
量％を超え、６０重量％まで高くなる。濃縮物中の分散剤および相乗剤の保持量は、顔料
に対する重量比としてあらわされることが多い。いくつかの実施形態では、分散剤の顔料
に対する比率は、０．０５～２．０であり、場合により、相乗剤の顔料に対する比率は、
０．０５～２．０である。
【００２３】
　顔料濃縮物プロセス中の顔料の分散は、粉砕によって達成することができる。粉砕装置
としては、例えば、水平方向および垂直方向のメディアミル、バスケットミル、イマージ
ョンミル、アトライタ、種々の高剪断ホモジナイザ、押出機などが挙げられる。
【００２４】
　いくつかの実施形態では、本発明の顔料濃縮物を製造するためのプロセスは、生成物の
容量が１６０ｇのＵｎｉｏｎ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｍｏｄｅｌ　０１アトライタを使用する
ことができる。担体および任意要素の分散剤および／または任意要素の相乗剤をアトライ



(7) JP 2014-201741 A 2014.10.27

10

20

30

40

50

タタンクに加え、所望の温度で溶融させることができる。いくつかの実施形態では、溶融
温度は、約１１０～約１６０℃であってもよいが、溶融温度は、これらの範囲に限定され
ない。溶融した後、溶融した混合物に粉砕媒体を加え、攪拌シャフトを用い、低速で所定
時間攪拌する。所定時間経過後、混合物に顔料を加える。いくつかの実施形態では、粉砕
媒体は、１／８インチのステンレス球を含み、攪拌速度は毎分３０～約１００回転の範囲
であってもよい。溶融した混合物にすべてのフラッシュ顔料を加えた後、溶融した混合物
および顔料の攪拌を続けつつ、顔料を任意の適切な時間または望ましい時間をかけて濡ら
す。いくつかの実施形態では、顔料を約２０分～１時間かけて濡らす。いくつかの実施形
態では、攪拌速度を毎分約１００回転～約３００回転まで上げ、任意の適切な時間または
望ましい時間、粉砕を行う。粉砕に望ましい時間は、１～３時間であってもよい。粉砕し
た顔料混合生成物をアトライタから取り出す。
【００２５】
　顔料濃縮物を製造するとき、乾燥顔料の代わりに乾燥フラッシュ顔料を用いることには
多くの利点があり、主な利点は、望ましい顔料粒径を達成するのに必要な時間が顕著に短
いことである。いくつかの実施形態では、アトライタ内での乾燥顔料の粉砕は、７日間か
かることがあるが、一方、乾燥フラッシュ顔料を用いると、粉砕時間を３時間未満まで減
らすことができる。乾燥フラッシュ顔料は、すでに前もって調整されており、つまり、フ
ラッシング剤によってすでに濡らされていることを意味し、したがって、粒径を小さくす
るプロセスは、もっとかなりすばやく進めることができる。
【００２６】
　図１を再び参照すると、インク担体および任意要素の分散剤および／または相乗剤を溶
融し、混合する（１３０）。次いで、工程１２０または１２５で作成した乾燥フラッシュ
顔料を、溶融した混合物と混合する（１３５）。溶融した混合物を、アトライタによる粉
砕プロセスを利用して粉砕するか、または砕き（１４０）、顔料濃縮物を作成する。ある
実施形態では、工程１４０で作成した顔料濃縮物を、場合により冷却するか、または砕く
。顔料濃縮物の作成によって顔料の粒径を小さくし、さらなる混合時間を与え、その結果
、顔料濃縮物が十分に分散され、安定化する。この工程では、ワックスの溶融温度より高
い温度まで混合物を加熱し、高剪断ミキサー（例えば、アトライタまたはＨｏｃｋｍｅｙ
ｅｒイマージョンミル）で混合を行う。
【００２７】
　その次の工程は、顔料濃縮物からの相転移インクの調製である。図１を再び参照すると
、顔料濃縮物を溶融し、混合する（１５０）。別個に、複数のインク基剤成分も溶融し、
混合する（１５５）。溶融し、混合した顔料濃縮物を、溶融し、混合した複数のインク基
剤成分と合わせる（１６０）。次いで、中間体顔料濃縮物を合わせ、溶融した混合物を混
合する（１６５）。最後に、合わせ、混合した顔料濃縮物を濾過し（１７０）、相転移イ
ンクを製造する。
【００２８】
　相転移インクは、担体、着色剤、相乗剤、分散剤などを含む多くの成分で構成されてい
てもよい。いくつかの実施形態では、相転移インクは、乾燥フラッシュ顔料からの顔料、
インク担体、分散剤、任意要素の相乗剤を含んでいてもよい。
【００２９】
　任意の望ましい担体組成物または有効な担体組成物を使用することができる。相転移イ
ンクのための適切なインク担体材料の例としては、脂肪族アミド、例えば、モノアミド、
トリアミド、テトラアミド、これらの混合物などが挙げられる。
【００３０】
　さらに、相転移インク担体材料として適切なのは、イソシアネートから誘導される樹脂
およびワックス、例えば、ウレタンイソシアネートから誘導される材料、尿素イソシアネ
ートから誘導される材料、ウレタン／尿素イソシアネートから誘導される材料、これらの
混合物などである。
【００３１】
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　脂肪族アミド材料とイソシアネートから誘導される材料の混合物も、インク担体材料と
して使用することができる。
【００３２】
　さらなる適切な相転移インク担体材料としては、パラフィン、微結晶性ワックス、ポリ
エチレンワックス、エステルワックス、アミドワックス、脂肪酸、脂肪族アルコール、脂
肪族アミドおよび他のワックス状材料、スルホンアミド材料、異なる天然源から作られる
樹脂状材料（例えば、トール油樹脂およびロジンエステル）、および多くの合成樹脂、オ
リゴマー、ポリマーおよびコポリマー、例えば、エチレン／酢酸ビニルコポリマー、エチ
レン／アクリル酸コポリマー、エチレン／酢酸ビニル／アクリル酸コポリマー、アクリル
酸とポリアミドのコポリマーなど、イオノマーなど、およびこれらの混合物が挙げられる
。
【００３３】
　インク担体は、相転移インク中に任意の望ましい量または有効な量で、一実施形態では
、インクの少なくとも約０．１重量％、別の実施形態では、インクの少なくとも約５０重
量％、さらに別の実施形態では、インクの少なくとも約９０重量％、一実施形態では、イ
ンクの約９５重量％以下、別の実施形態では、インクの約９８重量％以下、さらに別の実
施形態では、インクの約９９重量％の量で存在するが、この量は、これらの範囲からはず
れていてもよい。
【００３４】
　インクは、場合により、酸化防止剤をさらに含んでいてもよい。インク組成物の任意要
素の酸化防止剤は、画像が酸化するのを防ぎ、さらに、インク調製プロセスの加熱部分の
間にインク成分が酸化するのを防ぐ。存在する場合、任意要素の酸化防止剤は、インク中
に任意の望ましい量または有効な量で、一実施形態では、インクの少なくとも約０．０１
重量％の量で存在する。
【００３５】
　本明細書に開示するインクは、相転移インクである。相転移インクは、約２５℃で固体
であり、少なくとも約４０℃以上の温度で溶融すると、液体である。このインク組成物は
、一実施形態では、ピーク融点が約５０℃以上であり、または別の実施形態では、ピーク
融点が約１００℃以下である。
【００３６】
　インク組成物は、一実施形態では、溶融開始温度が約５０℃以上であり、別の実施形態
では、溶融開始温度が約６９℃以下である。
【００３７】
　分散剤化合物を、相転移インク中の分散剤として使用することができる。「分散剤とし
て使用」という句は、その分散剤化合物が、顔料粒子がもっと大きな凝集物へと凝集しな
いように防ぎ、それによって沈殿を遅らせることによって、インク媒剤中の顔料粒子を安
定化させることを意味する。一般的に、この分散剤化合物は、顔料粒子に付着し、立体的
に安定化させることによってこの機能を達成する。この分散剤化合物は、例えば、顔料粒
子に吸着し、接続し、またはグラフト接合することによって顔料に付着する。いくつかの
実施形態では、分散剤化合物は、インク中に、インクの約０．１～約２５重量％の量で存
在していてもよい。例えば、特定の実施形態では、分散剤化合物は、インク中に約１～約
１０重量％、または約１～約５重量％の量で存在していてもよい。
【００３８】
　本発明の相転移インクは、染料、顔料、これらの混合物などのような任意の適切な着色
剤または望ましい着色剤を含んでいてもよい。着色剤は、望ましい色または色相を得るた
めにインク中に任意の望ましい量または有効な量で、いくつかの実施形態では、インクの
約０．１重量％～約５０重量％、約０．１重量％～約２０重量％の量で存在していてもよ
いが、この量は、これらの範囲からはずれていてもよい。
【００３９】
　コントロール例Ｉは、当該技術分野で知られているように、乾燥顔料から出発して顔料
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す。コントロール例ＩＩは、当該技術分野で知られているように、乾燥顔料の粉砕に必要
な分散プロセスがもっと短いイマージョンミルを利用する分散物プロセスの具体例である
。コントロール例ＩＩでの乾燥顔料の粉砕は、アトライタによる粉砕よりももっと高価な
技術を使用する。実施例ＩＩＩ～Ｖは、乾燥フラッシュ顔料と、低コストアトライタによ
る粉砕プロセスを用いる本実施形態によって達成される改良を示す。アトライタによる粉
砕プロセスは、実施例ＩＩＩ～Ｖを終了させるのに３時間までの時間がかかる。これらの
実施例の乾燥フラッシュ顔料は、マゼンタ顔料と、Ｋｅｍａｍｉｄｅ（登録商標）Ｓ－１
８０ステアリルステアリン酸アミドワックスとを含む。実施例ＩＩＩ～Ｖの顔料分散物を
用いて調製したインクは、Ｘｅｒｏｘ相転移プリンタの性能要求を満たす。比較例６およ
び比較例７では、濡れたフラッシュ顔料を用いて製造したインクを、乾燥フラッシュ顔料
を用いて製造したインクと比較する。比較例６および比較例７は、Ｘｅｒｏｘ相転移プリ
ンタでのそれぞれの良好な性能および悪い性能によって示されるように、乾燥フラッシュ
顔料が濡れたフラッシュ顔料と比べて性能が優れていることを示す。
【００４０】
　顔料相転移インク濃縮物および以下の実施例の相転移インクで使用する成分を、それぞ
れ表１および表２に記載する。
【表１】
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【００４１】
　トリアミドワックス（米国特許第６，８６０，９３０号の実施例ＩＩで記載されるよう
な）を、（ｉ）３５０．６２ｇ（０．３６７５モル）のＵＮＩＣＩＤ（登録商標）５５０
（Ｂａｋｅｒ－Ｐｅｔｒｏｌｉｔｅ　Ｃｏｒｐ．、Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ、Ｏｈｉｏから
得られる式ＣＨ３（ＣＨ２）ｎＣＯＯＨのモノ酸、ｎは平均値が約３７であり、約３４～
約４０の範囲であると考えられる）と、（ｉｉ）０．７９ｇのＮＡＵＧＡＲＤ（登録商標
）５２４（Ｕｎｉｒｏｙａｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｉｎｃ．、Ｍｉｄｄ
ｌｅｂｕｒｙ、Ｃｏｎｎから得られる酸化防止剤）とを、Ｔｒｕｂｏｒｅスターラー、窒
素注入口、凝縮器を取り付けたＤｅａｎ－Ｓｔａｒｋトラップ、窒素出口、熱電対－温度
制御器を取り付けた１，０００ミリリットル４ッ口丸底フラスコに加えることによって調
製される。混合物を１１５℃で加熱し、窒素下、大気圧で溶融させ、攪拌した。次いで、
５１．３３ｇ（０．１１６７モル）のＪＥＦＦＡＭＩＮＥ（登録商標）Ｔ－４０３（以下
の式を有するＨｕｎｔｓｍａｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、Ｈｏｕｓｔｏｎ、Ｔｅｘａｓ
から得られるトリアミンの混合物）を反応混合物に加えた。
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【化１】

　式中、ｘ、ｙ、ｚは、それぞれ、繰り返しプロピレンオキシ単位の数をあらわす整数で
あり、ｘ、ｙ、ｚは、それぞれゼロであってもよく、ｘ＋ｙ＋ｚの合計は、約５～約６で
ある。反応温度を０．５時間かけて２００℃まで徐々に上げ、その温度でさらに３時間維
持した。窒素をゆっくりと吹き込むことによって、ある程度の水が運ばれ、混合物の温度
が約１８０℃に達したとき、トラップ内で凝縮した。次いで、トラップと凝縮器をはずし
、約０．５時間、減圧（約２５ｍｍＨｇ）にし、その後開放した。液体生成物を約１５０
℃まで冷却し、アルミニウムに注いで固化させた。得られた生成物は、以下の式を有する
と考えられ、
【化２】

　式中、ｎ、ｘ、ｙ、ｚは、この実施例で上に定義したとおりである。
【００４２】
　米国特許第７，９７３，１８６号の実施例１に記載するような分散剤を以下のように調
製する。１９２．７８ｇのＵｎｉｃｉｄ（登録商標）７００（Ｂａｋｅｒ　Ｐｅｔｒｏｌ
ｉｔｅから入手可能な平均炭素鎖の長さが４８の長い直鎖カルボン酸）および６０．３ｇ
のＥ－１００（登録商標）（テトラエチレンペンタミン（ＴＥＰＡ）、ペンタエチレンヘ
キサミン（ＰＥＨＡ）、ヘキサエチレンヘプタミン（ＨＥＨＡ）の混合物、Ｈｕｎｔｓｍ
ａｎから入手可能な数平均分子量が２５０～３００ｇ／モルの高分子量材料）を、加熱マ
ントル、機械攪拌、Ｄｅａｎ－Ｓｔａｒｋトラップ、環流凝縮器、温度センサを取り付け
た１リットル樹脂ケトルに入れる。アルゴン流の下で、ケトル内の温度を１００℃まで上
げ、樹脂を溶融させた。樹脂が完全に溶融したら、攪拌しつつ温度を１８０℃まで徐々に
上げ、反応を３時間かけて進めた。３．６ミリリットルの水をＤｅａｎ－Ｓｔａｒｋトラ
ップに集めた。反応を止め、１４０℃まで冷却し、アルミニウムトレーに取り出し、アミ
ド２４９ｇをベージュ色固体として得た。
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【００４３】
　米国特許第６，３０９，４５３号の実施例４に記載されるように調製するウレタン樹脂
を以下のように調製する。約８０．０ｇ（０．０５２モル）のＡＲＣＯＬ　ＬＨＴ　１１
２（ＡＲＣＯ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から入手可能なグリセロールプロポキシレート
）、約４６．６ｇ（０．１５６モル）のオクタデシルイソシアネート（Ｂａｙｅｒ　Ｃｏ
ｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＭｏｎｄｕｒ　Ｏ－オクタデシルイソシアネート）を
、磁石を入れた２００ミリリットルビーカーに入れ、シリコーン油浴で１１５℃まで加熱
する。５滴の触媒（Ｅｌｆ　Ａｔｏｃｈｅｍ　Ｎｏｒｔｈ　Ａｍｅｒｉｃａｎ，Ｉｎｃ．
から入手可能なＦａｓｃａｔ（登録商標）４２０２、ジブチルスズジラウレート）を加え
、混合物を１１５℃で２時間反応させた。反応生成物のＦＴ－ＩＲは、約２２８５ｃｍ－
１（ＮＣＯ）のピークの不存在（消失）と、ウレタン周波数に対応する約１７４０～１６
８０ｃｍ－１と約１５４０～１５３０ｃｍ－１のピークの発生（または大きくなること）
を示していた。次いで、最終的なウレタン生成物を標本瓶に注ぎ、冷却し、硬化させた。
この最終生成物は、Ｆｅｒｒａｎｔｉ－Ｓｈｉｒｌｅｙ円錐形－平板粘度計によって約１
３５℃で測定したとき、粘度が約１５．８℃であり、ＤｕＰｏｎｔ　２１００熱量計を用
い、走査速度２０℃／分で示差走査熱量測定法によって測定したときに融点が約２３．８
℃であることを特徴とし、室温で固体であった。
【００４４】
　米国特許第７，９７３，１８６号の実施例１に記載されるように調製するポリエチレン
イミン分散剤を以下のように調製する。１９２．７８ｇのＵｎｉｃｉｄ（登録商標）７０
０（Ｂａｋｅｒ　Ｐｅｔｒｏｌｉｔｅから入手可能な平均炭素鎖の長さが４８の長い直鎖
カルボン酸）および６０．３ｇのＥ－１００（登録商標）（テトラエチレンペンタミン（
ＴＥＰＡ）、ペンタエチレンヘキサミン（ＰＥＨＡ）、ヘキサエチレンヘプタミン（ＨＥ
ＨＡ）の混合物、Ｈｕｎｔｓｍａｎから入手可能な数平均分子量が２５０～３００ｇ／モ
ルの高分子量材料）を、加熱マントル、機械攪拌、Ｄｅａｎ－Ｓｔａｒｋトラップ、環流
凝縮器、温度センサを取り付けた１リットル樹脂ケトルに入れる。アルゴン流の下で、ケ
トル内の温度を１００℃まで上げ、樹脂を溶融させた。樹脂が完全に溶融したら、攪拌し
つつ温度を１８０℃まで徐々に上げ、反応を３時間かけて進めた。３．６ミリリットルの
水をＤｅａｎ－Ｓｔａｒｋトラップに集めた。反応を止め、１４０℃まで冷却し、アルミ
ニウムトレーに取り出し、アミド２４９ｇをベージュ色固体として得た。
【００４５】
　コントロール例Ｉ－アトライタ中で乾燥顔料を用いたカーボンブラック顔料濃縮物
　タンク容量が３リットルのＵｎｉｏｎ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｍｏｄｅｌ　１Ｓアトライタ
に、約２８キロｇの１／８インチ４４０Ｃステンレス鋼媒体を入れた。まず、約１，０５
１ｇのＫｅｍａｍｉｄｅ（登録商標）Ｓ－１８０ワックス、約７９ｇのＳｏｌｓｐｅｒｓ
ｅ（登録商標）５０００相乗剤、約３１０ｇのＳｏｌｓｐｅｒｓｅ（登録商標）１７００
０ポリマー系分散剤を加えることによって、顔料の濡らし工程を４リットルのステンレス
ビーカー中で行った。ワックス、相乗剤、分散剤を溶融した後、約３６０ｇのＭｏｇｕｌ
（登録商標）Ｌカーボンブラックを加え、さらに６０分攪拌した。次いで、顔料スラリー
をアトライタに移し、アトライタによる粉砕を開始した。アトライタによる粉砕温度を約
１２０℃の一定に維持した。毎分約２４０回転で約２８４時間（１２日間）粉砕した後、
約２０重量％のカーボンブラックを含み、分散剤と顔料の比率が約０．８６：１である最
終濃縮物を取り出し、冷却した。Ｍａｌｖｅｒｎ　Ｚｅｔａｓｉｚｅｒ粒径分析機で測定
したとき、濃縮物中のカーボンブラックのＺ平均粒径は約８０ナノメートルであり、多分
散指数は約０．１４１であった。
【００４６】
　コントロール例ＩＩ－イマージョンミルで乾燥顔料を用いたマゼンタ顔料濃縮物
　Ｈｏｃｋｍｅｙｅｒ　ＨＣＰＮ　１／１６Ｍｉｃｒｏ　Ｉｍｍｅｒｓｉｏｎ　Ｍｉｌｌ
でこの実験を行った。ミルタンクに、約１，４２０ｇのＫｅｍａｍｉｄｅ（登録商標）Ｓ
－１８０ワックス、約３００ｇのポリエチレンイミン分散剤を入れた。ワックスと分散剤
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を溶融した後、約６０分間攪拌を行い、次いで、約３８０ｇのＰｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　
５７：１マゼンタ顔料を約３０分かけて加えた。この顔料を毎分４，５００回転で約１時
間かけて濡らした。イマージョンミルのヘッドには、あらかじめ０．３ミリメートルのジ
ルコニア粉砕媒体を取り付けておき、これをタンクに浸し、粉砕を開始した。毎分約５，
２００回転、約１２３℃で約６時間粉砕した後、約１８重量％のＰｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ
　５７：１マゼンタ顔料を含み、分散剤と顔料の比率が約０．８：１である最終濃縮物を
取り出し、冷却した。濃縮物中の顔料のＺ平均粒径は、約１２２．３ナノメートルであり
、多分散指数は０．１０４であった。
【００４７】
　実施例ＩＩＩ－アトライタで乾燥フラッシュ顔料を用いたマゼンタ顔料濃縮物
　約６０重量％のＰＲ５７：１顔料および約４０重量％のＫｅｍａｍｉｄｅ（登録商標）
Ｓ－１８０ワックスを含む乾燥フラッシュマゼンタ顔料をフラッシャーで調製した。フラ
ッシャーは、シグマミキサーであってもよい。約１５．１ｇのＳ－１８０ワックスと、約
２．９ｇのポリエチレンイミン分散剤をきれいなＵｎｉｏｎ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｍｏｄｅ
ｌ　０１アトライタタンクに入れ、１２０℃で約１時間かけて溶融させた。毎分約６０回
転で約５分間かけて混合を開始し、次いで、乾燥フラッシュ顔料を加えた。この混合物に
、毎分約１ｇ／分で約１２ｇの乾燥フラッシュ顔料を加えた。乾燥フラッシュ顔料の添加
を終了した後、毎分約６０回転でさらに約２０分間攪拌を続けた。次いで、混合速度を毎
分約２００回転まで上げ、粉砕プロセスを開始した。毎分約２００回転、約１２０℃で約
３時間粉砕した後、約２４重量％のＰｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　５７：１マゼンタ顔料を含
み、分散剤と顔料の比率が約０．４：１である最終濃縮物を得た。濃縮物中の顔料のＺ平
均粒径は、約１３３ナノメートルであり、多分散指数は０．１１であった。
【００４８】
　ステンレス容器中、この濃縮物を、１２０℃で約９０分間かけて表２に列挙した成分と
混合することによって、相転移インクを調製した。得られたインクを５ミクロン３０４ス
テンレスフィルタ（３２５メッシュ×２３００メッシュ）を用い、約１２０℃で濾過した
。得られたインクは、Ｘｅｒｏｘ相転移プリンタで良好な印刷品質を示した。
【００４９】
　実施例ＩＶ－アトライタで乾燥フラッシュ顔料を用いたマゼンタ顔料濃縮物
　約９．６ｇのＳ－１８０ワックスと、約５．４ｇのポリエチレンイミン分散剤を実施例
ＩＩＩのきれいなアトライタタンクに入れ、１２０℃で約１時間かけて溶融させた。毎分
約６０回転で約５分間かけて混合を開始し、次いで、実施例ＩＩＩで使用した乾燥フラッ
シュ顔料を加えた。この混合物に、約１５ｇの実施例ＩＩＩで使用した乾燥フラッシュ顔
料を約１ｇ／分で加えた。乾燥フラッシュ顔料の添加を終了した後、毎分約６０回転でさ
らに約２０分間攪拌を続けた。次いで、混合速度を毎分約２００回転まで上げ、粉砕プロ
セスを開始した。毎分約２００回転、約１２０℃で約３時間粉砕した後、約３０重量％の
Ｐｉｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　５７：１マゼンタ顔料を含み、分散剤と顔料の比率が約０．６：
１である最終濃縮物を得た。濃縮物中の顔料のＺ平均粒径は、約１２５ナノメートルであ
り、多分散指数は０．１１であった。
【００５０】
　ステンレス容器中、この濃縮物を、１２０℃で約９０分間かけて表２に列挙した成分と
混合することによって、相転移インクを調製した。得られたインクを５ミクロン３０４ス
テンレスフィルタ（３２５メッシュ×２３００メッシュ）を用い、約１２０℃で濾過した
。得られたインクは、Ｘｅｒｏｘ相転移プリンタで良好な印刷品質を示した。
【００５１】
　実施例Ｖ－アトライタに乾燥フラッシュ顔料を用いたマゼンタ顔料濃縮物
　約８．１ｇのポリエチレンイミン分散剤を実施例ＩＩＩのきれいなアトライタタンクに
入れ、１２０℃で約１時間かけて溶融させた。毎分約６０回転で約５分間かけて混合を開
始し、次いで、実施例ＩＩＩで使用した乾燥フラッシュ顔料を加えた。この分散物に、約
２２．５ｇの乾燥フラッシュ顔料を約１ｇ／分で加えた。乾燥フラッシュ顔料の添加を終



(14) JP 2014-201741 A 2014.10.27

10

20

30

40

50

了した後、毎分約６０回転でさらに約２０分間攪拌を続けた。次いで、混合速度を毎分約
２００回転まで上げ、粉砕プロセスを開始した。毎分約２００回転、約１２０℃で約３時
間粉砕した後、約４４重量％のＰｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　５７：１マゼンタ顔料を含み、
分散剤と顔料の比率が約０．６：１である最終濃縮物を作成した。濃縮物中の顔料のＺ平
均粒径は、約１０５ナノメートルであり、多分散指数は０．０６であった。
【００５２】
　ステンレス容器中、この濃縮物を、１２０℃で約９０分間かけて表２に列挙した成分と
混合することによって、相転移インクを調製した。得られたインクを５ミクロン３０４ス
テンレスフィルタ（３２５メッシュ×２３００メッシュ）を用い、約１２０℃で濾過した
。得られたインクは、Ｘｅｒｏｘ相転移プリンタで良好な印刷品質を示した。
【００５３】
　比較例ＶＩ－アトライタで乾燥フラッシュ顔料を用いたマゼンタ顔料濃縮物
　約１９．９ｇのＳ－１８０ワックスと、約１．１ｇのポリエチレンイミン分散剤を実施
例ＩＩＩのきれいなアトライタタンクに入れ、１２０℃で約１時間かけて溶融させた。毎
分約６０回転で約５分間かけて混合を開始し、次いで、実施例ＩＩＩで使用した乾燥フラ
ッシュ顔料を加えた。この混合物に、９ｇの乾燥フラッシュ顔料を約１ｇ／分で加えた。
乾燥フラッシュ顔料の添加を終了した後、毎分約６０回転でさらに約２０分間攪拌を続け
た。次いで、混合速度を毎分約２００回転まで上げ、粉砕プロセスを開始した。毎分約２
００回転、約１２０℃で約３時間粉砕した後、約１８重量％のＰｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　
５７：１マゼンタ顔料を含み、分散剤と顔料の比率が約０．２：１である最終濃縮物を作
成した。濃縮物中の顔料のＺ平均粒径は、約１０６ナノメートルであり、多分散指数は０
．１９であった。
【００５４】
　ステンレス容器中、この濃縮物を、１２０℃で約９０分間かけて表２に列挙した成分と
混合することによって、相転移インクを調製した。約１２０℃で５ミクロン３０４ステン
レスフィルタ（３２５メッシュ×２３００メッシュ）で濾過して得られたインクは、Ｘｅ
ｒｏｘ相転移プリンタで良好な印刷品質を示した。
【００５５】
　比較例ＶＩＩ－アトライタで濡れたフラッシュ顔料を用いたマゼンタ顔料濃縮物
　約６０重量％のＰＲ５７：１顔料と、約４０重量％のＳ－１８０ワックスを含む濡れた
フラッシュマゼンタ顔料をフラッシャーで調製した。濡れたケーキにおいて、湿式フラッ
シュプロセスを使用する場合、水は、濡れたケーキの５０重量％未満含まれる。一実施形
態では、フラッシャーは、シグマミキサーであってもよい。約１９．９ｇのＳ－１８０ワ
ックスと、約１．１ｇのポリエチレンイミン分散剤を実施例ＩＩＩのきれいなアトライタ
タンクに入れ、１２０℃で約１時間かけて溶融させた。毎分約６０回転で約５分間かけて
混合を開始し、次いで、濡れたフラッシュ顔料を加えた。この混合物に、約９ｇの濡れた
フラッシュ顔料を約１ｇ／分で加えた。濡れたフラッシュ顔料の添加を終了した後、毎分
約６０回転でさらに約２０分間攪拌を続けた。次いで、混合速度を毎分約２００回転まで
上げ、粉砕プロセスを開始した。毎分約２００回転、約１２０℃で約３時間粉砕した後、
約１８重量％のＰｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　５７：１マゼンタ顔料を含み、分散剤と顔料の
比率が約０．２：１である最終濃縮物を作成した。これは、比較例ＶＩの濃縮物と組成が
似ている。濃縮物中の顔料のＺ平均粒径は、約１５４ナノメートルであり、多分散指数は
０．０９であった。
【００５６】
　ステンレス容器中、この濃縮物を、１２０℃で約９０分間かけて表２に列挙した成分と
混合することによって、相転移インクを調製した。得られたインクを５ミクロン３０４ス
テンレスフィルタ（３２５メッシュ×２３００メッシュ）を用い、約１２０℃で濾過した
。比較例ＶＩＩから得られたインクは、Ｘｅｒｏｘ相転移プリンタで悪い印刷品質を示し
た。実施例ＶＩおよびＶＩＩを実施例ＩＩＩ、ＩＶおよびＩＶのインクと比較すると、乾
燥フラッシュ顔料によって、印刷性能について、濡れたフラッシュ顔料と比較して、かな



(15) JP 2014-201741 A 2014.10.27

10

り優れたインクが得られることがわかる。
【００５７】
　乾燥フラッシュプロセスを用いた実施形態では、水は、良好なフラッシングと、フラッ
シング剤（例えば、Ｋｅｍａｍｉｄｅ（登録商標）Ｓ－１８０ワックス）への顔料の混合
を妨害することがある。さらに、水は、顔料の濡れ（顔料表面で空気または水をフラッシ
ング剤と置き換える）を妨害することもある。
【００５８】
　本実施形態の乾燥フラッシングプロセスによって、顔料の粒径を小さくする前に顔料お
よび担体／分散剤／相乗剤を単純に混合したものと比較して、顔料の良好な濡れ性を生じ
る（すなわち、空気を、インク担体、分散剤および／または相乗剤と置き換える）。本実
施形態では、濃縮物の生成（すなわち、乾燥フラッシュ顔料と、インク担体、分散剤およ
び／または相乗剤のうち、１つ以上とを混合）によって、顔料の粒径を小さくする。粒径
の低下は、乾燥フラッシュ顔料を利用するとき、かなり早い（すなわち、約７日間に対し
、約３時間）。フラッシングプロセスによって、顔料の粒径を小さくする前に顔料および
担体／分散剤／相乗剤を単純に混合したものよりも、かなり良好に顔料を塗らす。

【図１】
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